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2　現代の銭絹危機

　栂　問題の麟窪

　現代の儀罵危機というのは，物簸，為替趨場，株懸などの緬絡体系の急激な変動によって，籏権・

蟹務関係の維持がでぎなくなる状態をさす，というわたくしの主張に薄して，当然次のような反論

が予想されるであろう。

　①　まず物緬についてみると，物癒抵数は，欝82～4年穫における溝費者物鱗の変動に臠しては，

　　態前年度比2％程穫：の、と昇であったが，85年獲：以降はi％以内の微騰にすぎない畠また総合舞

　　売物麺旛数については，85年嚢以降下落してお吟，縫年度を欝0とすれば89年3月末には83驚

　　の水準にある。したがって，インフレーションの発生→金激鱗纏→艦橋恐慌の発生という論運

　　σ）構築は灘難ではないか。

②現代の繕羅危機の掘握には，金融取穣のサスクの累麟的な形成，金融資産の肥大と駿縮への

　　可籠牲があるとすれば，過鶏な貨幣資本の存在によって，夢スクを転換し，引ぎのばしていく

　　機購も存立しうるのであって，その婆スク転嫁の銀界が承されねばならないのではないか。ま

　　た信驚恐嫉という場合，過剰生産恐穫の重要な契機．一環としての欝罵懇親ではなく，再生産

　　遍程の運動とは全く燦纒に形成される擬講資本の急膨張から懲稽懇篤が発生することを説くた

　　めの論運はどのように購1築されるの毒㌔
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③　為替槽場の変動は，図iに示されるように，鯵85年9舞，董ドル＝2紛円から2年麿余の簸

　闘紅iドル＝i鎗舞台に，ドル安・円高へ急激な変化を示したが，鐙88年i月以鋒はiドルエi

　2§～越春門の状溌が続いている。鼠高下といわれた時代から蓬ドル＝鴛倉～慧§霧へ移行し，新

　為替穏場段懲が形絞されつつある。それは安定した状態だといえる。したがって，為替糧場の

　急激な変化による績権・籏務翼孫の車懸という事態が想定されうる根鎚は飼か。

④　株式緬格についても，簿87年秋のブラックマンデー以降急激に下落した状態からの穰復が願

　調であっただけでなく，籔金穂致策を背景に株癒．と昇が続いている。貨幣資本9）過甕下におい

　て垂ま歩投資先の不足から，株式癒格を引きあげる要石が強く，暴落するメカ，ニズムや諸契機を

　どのように掘握するか。
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　以上のような疑幾が提鐵されてくることは十分に予想されることである。問題は繕爾亀機とよば

れている内容とそ6）展覇をどのように挫握するかに帰著するσ

　まず璽靉靆題〃）姿を指摘すれば，緯先進畿及び発展途上睡を闘わず，国儀という綾務σ）急増を

鱈纏増殖の条件として金議毒場が発達していること。／2／かつて久しくゆるぎない地位を占めてい

たアメ婆力経済は，弱棒乾し，欝87年経常叡支赤字茎，6魯§癒ドル，財政毒字i，欝倉億ドルを寵録し，

双子の赤字は年々拡大繧講にあり，盤界最大グ）籏務遜紅転落し，改善のぎざしが発発できないこと。

麟わぶ覆の大馨毒の土地懸緒及び金融資産は抵会稽政策と貨鶴資本の過覇の中で急膨張し，イン

フレーションや高金趨政策への転換及び恐擬4）発生によって急激な叡締の条件をはらみながら羅大

していることである。

　あとグ）幾題を具体的に述べればこうである。わが覆の地懸総額は，ig85年i期末から87年12鰐末

までの2年間にi，劔5兆霧からi，637兆霧に暴騰しており（磁．3％増／，購難問にわが羅グ）株癒総額

は2戯兆鍔から齢2兆羅紅藩増している（蓑i）。また東窟証券取引辮第i認、ヒ場株式の時癒総額は

給8β年73兆円からi§8§年5月2馨5醗兆門（6．86鰹〉に増擁している勤。こ〃）異様な膨張が，環実

費承σ）変動の中で駿締しないという傑証は存産するグ）であろうか。

　翼実の再生産遍程の運動か夢）遊離して，貨幣資本〃）独霧の運動によって擬翻資牽が現実に急膨張
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表i　地細及び株緬高騰

嚢本の地麺総額　　羅本の株鱗総額

ig85年末
　　　発露i，醗5　　　　　　　24i

ig87年末 圭，637 5§2

増　灘　額 622 26i

ig85年韓箆 　　　　駕
i6i．3

　　　　驚
2§8．3

麟2　　東証纂琵麟蒋緬総額と

．纂t粟糠欝汽．
晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　談
総　　　　　　　　　　　　　　　5§襲　率
額5弱　　　　　　　　　　　　　　　均

兆

謬聡　　　　　　　　　　痩
）　　　　　　　　　　　　　　　　　　万

　3鑓　　　　　　　　　　　聾

　ε騰

　1総

（趨勝｝経済企露奪調べ，謄87年鷲月鯵鐸及び

　　　懲88年亜2羅2i饗舅’鼕鼕本経済薮舞琵より1乍成

1鍛欝雛欝欝窪3雛錘縫彗7総総．琶．婁

（墨衡茎989年5薄3購鐙朝欝新隣

していくことは，一定駁益を斜子率で資本還元した結果としては，必然的なものである。だが，そ

れは経済諸関｛系の本質的な現象では1なく，非本質的な現象である。急難な繕ζ霧膨張がさけられない

ことであっても，そのこと§体は特殊な条件下で，癬韓的に成立する事構だからである。

　現在問題とされている醤蝦亀機は，現実資本の蓄穫の漿界が信罵によって破壊される　　懸濁を

蝶介とした過剰生産・過籍取引4〉促進により，生産と流通の分懸とそれぞれの独藷運動の推進，生

産と溝費との矛磐が激化する　　ことにともなうものというよりもむしろ，現実資本の活動の停滞

の下紅擬麟資本の急膨張と投機が推進され，偶然的な契機によって暴力的に擬鱗資本が駿縮させら

れることである。そこで繕罵危機が累積されていく条件グ）解題と叡縮へ転じる契機が解瞬されねば

ならな㌧・。

　現実資本の運動については，石漣危機，欝轟・ドル安という舞本経済の蕪鍵条件であった枠緩み

が根本的に変化したことにより，産業購造が変化し，経済体質が急変してくるのであった。雲際競

争を篠介とした産業君）再編絞，企業合理化（設備投資や在灘投資の揮麟，人舞麟藏，織入金の返済／，

薦晶・技術の雛発，業種転換が行われた。企業は，欝入金を返済し，減縮縷輝資金や遊抹貨幣資本

を銀行に議金し，縫方欝入れを舞舞した結果，貨幣資本は現実資本に転化することができなくなっ

たδそこで，投資先を失った貨鱈資奉は，いわゆる金触機縫に集中され，繕金構政策下で擬舗資本

議場を急速に発達させた。投資韓家隷，民鶴の設繕投資，藩取引を背後にもつ手形害鍔1ではなく，

政癖羅綾，舛羅ダ）証券，株式等一定数益が規躍的に確繰でぎるもの，将来葬懸馨」上昇が類待でぎ

るもグ），将来の成長が難待できるものに陰定されたのである。

　薩痘経済成長の終結とともに，設縫投資や在庫投資や手形割弓1のための貨瞥資本に鰐する需要が

蔽少した結果，蓄積された貨幣資本の運動は，現輿資本に転換するという健来跨形式にとって代わっ

玉）露85～87年の2年疑に地髄総額は622兆鰹増撫したとか，株式纏絡総額は2覆発露増えたとか，また欝84年

末から89年5舞2琶までの蓬年半透くの翼に東証第玉薬株式時麺総額が蔦轡琶還から5艇発露へ35§兆舞堰擁

　したとか，といっても，それは擬舗資本の評嚢4〉ことであって，実働経済豊現実資本とは全く携懸の計算上

のことである。　しかし，擬舗資本が売買される場合には謂計算された簸格で取弓1されるのであるから，それ垂ま

金醗資産として評癒される。欝87年護のわぶ蟹のG賊Pが3駐兆霧であるから擬髄資本の大膨張はすさまじ

いものがある。もし橡式鑛賂が欝驚下落すれぱ東証第i藻株式の時籐総額は5β発露滅髄することになる。し

たがって金離資産〃）評嚢は5（絶兆鍔ではなく薦善光霧となるから，株髄の暴落の影響は大きいのであるe
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て，新たな鍵の形式鴛金融斎場の膨張を促したのである。藏麺叢部資金の増大，大規穣の経常叡支

の黒字によって，貸付鯵ちれうる貨幣資本が急増し，霞内的のみならず蟹箋を越えて，投資先湛多

様化し，擬鰯資本の運動が拡大されてきたのである。もちろん橡式懸格6）上野や±地懸狢の高騰に

よっていわゆる金離資産が増饑した結果，第3次産業等の新たな投資機会が増撫し，また抵金利に

誘導されて製造業の新分野グ）離籍が推進され，いわゆる内需拡大，景気毬復への韓激が与えられた

ことは否定しないが，しかし種本的には擬麟資本の膨張は，羅綾をはじめ鑛務を極値増殖の条件と

してお弩，現箋資峯の成長ではなく破壊，縮小を要件としている。それは，まさしく飯空的な資本

であって，轟子率の高騰，累積籏務の返済不籠，為替縁場の急激な変動にともなう強舗的な産業購

造の調整及び，恐媛1の発生によって，倭罵崩壊の可能性と現実性を含んでいるのである。今馨鱈絹

亀機が表面化しないのは，一定の繕繋的なバランスの上で深灘な事態が隠蔽されているからである。

癒対的なバランスというのは，次のような事態をさすのである。

　鱒　経済の均衡と経済の亀機

　まず第聾こ，グ建一バルにみれば，アメ夢力の翼額6）経常叡支の毒手は長難資本薮支の黒字によっ

て補完され，為替揚場が安定していることである。そのキーワードは高金選政策にある窃高金麟政

策を長難にわたって維持することによって，アメサカの羅際競争力は低下し，貿易叡支の意字が慢

性化む亨財政毒手の漂羅ともなっている。しかし亨このことがアメ華力騨）羅綾を海外の投資家によっ

て引受けてもらう条艀となっている。アメ讐力が巨額の貿易叡支の毒手を統轄うるのは，財政毒手

による資本の流入のせいである。その場合，欝本経済6）動向一貿易鞍支黒字・長難資本駿支毒字

　　に蝶介されて，翼子の赤字が繕互依存縫孫に立っているので，その深薦さが表悪化していない

ことである（この問題については詳しく遊べる〉⇔

　第2に，アメ撃力の財政赤字は馨本経済発展の条件となっていることである．一懸では鰐来翰鐵

が急増し，財米貿易叡支が一方的に黒字であるにもかかわらず，アメ！ヌカヘの証券投資の増大によっ

て事態の本質が隠蔽されていることであ静，縫癒ではわが国の董・Sアンバランスが，海外への長

難資本の流鐡紅よって均衡点を発見したということである。アメ婆力の財致毒手は，アメ撃力の貿

易叡支の赤字の結果であるばかりでなく，その原霞であり，さらに欝本の貿易駿支6）黒字の結集で

もあり，その原霞でもある。アメ撃力の財政毒字は，雛本に薄して輸鐵斎場の拡大，アメ琴力経済

の競争力の鱈下ン余嚢貨幣資本の窟麟な投資先の提供（王・Sアンバランスの解消〉を鴛ってぎた

からである。

　第3に，貿易叡支の黒字，海外証券投資の増大は，金鞍の麹麹化のみならず，金勲の麗大化，証

券化を生みだし，大都霧における地懸上昇の重要な契機となった。それは貨幣資奉の過剰と低金穂

政策の結梁として発生しただけでなく，擬舗資本の膨張による舞得が土地及び株式簸格上昇グ）メカ

ニズムを発展させたのである。海外証券投資が擬麟資本毒場を拡大させただけでなく，擬舗資本毒

場の膨張力量漂獲となって海磐投資を紋張しているのである。

　今鷺という時代は，よくない状濁が灘互に敏存しあい，補完しあって深灘な事態として表悪免し

ない蒔代である。婆スクをともなうことが欝常的に大規摸に舞われて，正常な経済感覚が麻痺する

時代である。経済は円滑に進行しているように思われる状溌のもとに，暴力的な破壊σ）条件が累穫
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下平羅＝現代の懸驚危機とは締か（二〉

されてくるものである。一定のバランスのうえで，深麟な事態が進行している時代であるG

　13）　アメし1カの累稜｛嚢1務の増毒轟

　アメ撃力は，緯鰺年代には貿易蔽支の赤字霞に転じたが，鎗8i，2年に入ると，その赤字は年間填

§嬢意ドル蔚後に拡大し，さらに83年以降その毒手は籔額となった。83年6鱗癒ドル，縫年重，稔5億ド

ル，85年i，鍛畦臆ドル，86年i，垂77憶ドル，87年i，警2憶ドルに増撫している。その毒手は量的に拡

大しただけでなく，質的な意鎌を新たにしている。まず鯵85年9月の通貨調整（いわゆるG5会議

の合意〉によって，髪進資鷹主義羅グ）通貨と6）交換辻率において，有瀦な地縫を占めたにもかかわ

らず，通薦政策は全く酸善されなかっただけでなく，貿易駿支は癒甕に悪化したことである。ドル

安・円高になれば，アメ夢力の貿易薮支は大魑に改善されるだろうという難待がもたれたが，通貨

講整によって，その劾を奏でることはでぎなかった。その結果として，録護主義の台頭と海外資本

の導入政策グ）強化が推進されつつあるむもう一つは，貿易叡支の大蔑摸の毒手の給桑，経常叡支は

8董年をもって，毒字に転落し，86年にはi，韓5億ドルの毒字となり，績務鑛化に転落したことであ

る。8i年をピークに韓舛純資産後議は早いテンポで減少し，85年には簿外純資産はマイナスとなり，

総年末には2，2暮春億ドルの負積鬱となった。もしかりに，86年と罵額のi，憩暮癒ドルの経常駿支の毒

手が毎年続くならば，髄年には董兆ドル，97年には2兆ドルの篠務羅となり，綾務の返済は不可籠

となるであろう。アメ夢力寮）経常敬重の義字は，82年9i億ドル，83年護66億1ドル，84年i，（露4億ドル，

86年i，韓5億ドル，87年i，692憶ドルというように，年々撫速度艶紅撚大しているから，もっと孕い

時獺にi兆ドル，2兆ドルという巨額の纏縫務馨に転落していくと考えられるのである。瞬外綾務

ぶ欝難問に急増するならば，今霞6）ドルを幸心とした遜貨体麟の維持は露難となり，全く新しい馬

面を逡えることになるであろう。蟹債等の証券投資や銀行を通じての琶額のアメ蓼カヘの貨幣資本

の流入が保証されなくなるからであり，籏務の受取りは米ドルによって行われるという縁証がなく

なるからである。貿易駿支の毒手によるアメ》力経済の弱体銘が深灘化しているのに芋このことが

衷悪化しないのは，アメ夢力の財政赤字→羅綾発行→巨額の長難資本叡支の黒字によって補完され

ているからである。

　欝7§年代後半におけるアメ彗力の財政毒手は護～鵠G臆ドル台で推移し，GNP薄舞2露台であ

り，連邦の負獲総額のG翼P薄髭も鎗驚台であった。82年以降年醐の財政赤字は急増し，6年聡に

i．2兆ドルに達している。毎年G翼P麟比5露台の財政赤字が続ぎ，86年9月末には，負蟹総額盛，

329癒ドルとなり，G賛P耕鋤溌、2％となった。6年閣に玉．玉兆ドルの財政赤字を記録したというこ

とは，アμナカ経済のいびつな発展を促進することとなった。豪ず意字馨績を中央銀行引受にもと

づいて発行することはフ通貨増発となり，インフレーションをひぎおこすことになるから，毒中消

化せざるをえず，毒中消乾のためには，麟内金鞍機罵の余総資金では不足し，海外授資機関に依存

するほかはなく，そのため轟金瀦政策を採醸する必要があった。磁界の投資家がド序安鰹肉の中で，

為替差掻の発生が見込まれるにもかかわらず，あえて，米墨の露績を購入するためには，自羅とア

メリカとθ）閤に糧当グ）金属差が存在することが必要であった。現実には，騒本の霞綾利子とアメ筆

力の国儀舞子との闘には，竣一5％の金舞差が存在したのであるひアメ婆力が財政赤字を年々巨額

化させ，外国からの長鰯資本の流入を纒らねばならなかったから，農会瀦政策は長難総にわたって
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維持されたが，その結架：は，　アメ瞬力の殼：蓼義投資の立ち遅れ，披講進；歩θ）淳滞∫をもたらし，国際競

争力の藪下をよびおこした。欝数驚の稽子を支払って設簿投資を行う事業家は少ないからであった。

ア声タカは経常叡支び）毒手を長覇資本駁支グ）黒字で補窮することによって至ドル＝12§～i麓円台の

円・ドル交換鷺率を維持しているだけでなく，羅常毅支の赤字が際馨で財政毒手＝喪懇資本叡支0）

黒字がもたらされ，また逆紅財政毒字が長覇にわたって継続する結果として経常毅支の赤字が発生

している。アメ1タカの経常駿支及び財政のいわゆる双子の赤字は，董書しているのではなく，漂雛

が結集となり，緩渠が漂縫となって，櫓互に依存しあっているのである。経常叡支の赤字の深麟さ

が表面化しないのは長難資本1駿支の黒字1が続いているからにほかならない。このようなアメ撃力の

経済の仕緩みがいかに形成されてぎたかについて簸単にふれておきたい。

3　米露頭子の赤字の撰互違縫

　（i｝石麟危機と藤本経済の技衛革新

　わが鑛の輸鐵競争力の強化とアメ蓼力のそθ）弱体化の最大の契機は石濾危機であった。欝73年秋

の第玉次石瀬萢機および欝79～8§年の第2次石濾危機は，重要な意味をもった。特に第2次石瀬竜

機の及ぼした影響は決定的であった。わが羅においては，主要な漂料資灘を全面的に海外に依存し，

臨海型・コンビナートによる大量一貫生産した繭贔を海外に輪鐵するという，いわゆる簾工貿易璽

の産業の存立基盤が石瀬極賂の高騰により大ぎく動緩した。農本経済全体は不溌におち入り，震憾

させられた。

　欝72～73年欝月の第婆次中東戦争の勃発嚢麟〃）年間原濾輸入量は，2．8徳キ郎ナ・ソトルで，iバー

厨レ2．65ドル，iドル＝3§粥で計算すれば，原漣の支払い代金嶽．4兆円であったが，獅8年2マ

億キ謄》ットル，支払代金は約5兆門となった。ところで第2次石漆危機発生薩後の年間の漂濾お

よび穰漉6）輸入量は2．5癒キ巨1ノットルに藏少しているに．もかかわらず，輸入代金は78年235億ドル

（約5兆鋤から527癒ドノレ（i勿髭鋤に急増した。石濾緬賂6）高灘こより構輯的に鱗格の安緬で

あった石炭，天然ガス等の飽の鉱物性燃料ヘグ）転換が行われた。そグ）ため鉱物性燃料グ）支払額は欝

78年6．7兆門から8（｝年婚発露，82年絡．2兆門へ急増し，年鷺支払額諺わずか2年闘紅9、3兆講増えた

グ）である（表21。9．3兆雛という邊蕪的な支払い増撫分は，ig8食年の酷税駿入28．尋兆円の32．7％，

農業グ）純生産灘．8兆霧のi．9鰹（約2年分〉，名目羅畏所得醗兆購碗．8駕に等しい。鉱筋性燃料

表2　原濾等の輸入額の推移

単臨53暑5§年57 53年鰐昆増減

鉱　物　嫉　燃　舞
舞　ドル 33i・　　7§9 65毒 判　325［

55　　　　57

軌　　欝
兆　　門 6．65 15、931i6・23 9．28 9．58

療法及ぴ糧濾

｛意キ　・
kッ　トル

ｭ　ドル

2．7

Q35

2列2・’　152η　嵯62
△§．2

@292
△韓．6

@227
兆　欝　畦．鱒　茎2．劔1簸、艇　7．窃6　6．達5

（鐡所〉　匿遜癒白書曇より作成
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の購入量は蔽少したにもかかわらず，実際には9．3兆霧余分に産麹羅等に支払ったということは，3

2．7％の毯税の増簾，2年分の農業純生産物の喪失憲たは経済成長率が逢．8％減少したことに等しい。

第2次石濾危機は第エ次石独危機とは建較にならない巨額の国費勝得の灘減妙果をもったのである。

　石瀬危機のもたらした最大の影響は勅緬上昇下における過鶏生産であった。生産の分野における

遍羅牝ではなく，溺費の醗滅にともなう過麟生産の発生が箆られた。その理嶽はこうである。企業

利潤の減少（コストの上昇，製品緬格の低迷〔販売不振による3，取燐数量の澱少と取引の多様銘〉

によ今，設備投資，在庫投資の極蟻な捧鱗，人員麹減等の合遷化，港費老の買いびかえ等によって，

生産財，資本難，消費財の全分野において，消費潜藏少したため，過製生産渉褒灘化した。また財

政も税鍍の減少によ触赤字が増大（歳入欠獺〉した。鱒79年の漢算では曝籏依存率34％，馨積発行

額欝5兆円（蟹異辮得薄髭75．8驚〉に達した。経済の主要な購成要素である企業も，財政も，家計

も毒手となったα

　第玉次召継亀機グ）発生後においては，企業食遅化，減量経営の嵐が次ぎすさんだので，第2次石

濾亀機は財致の合謹化の道を歩むと瞬時に，企業は新蕎品・技徳竸発へと大ぎく転換した。という

のは，原麟緬賂ク）轟騰，エネルギー緬格グ）上昇が省資漂，雀エネルギー及び省労簿力の技徳縫発と

投資を強麟したからである。これらの新分籔の灘発により企業は，平均溝潤を上まわる超過利潤を

入手できたので，いわゆる兜鵡産業への進鐙はもちろん，複合化，離合化，多角化経営が種々の分

野で発展した。簾料及びエネルギー多溝費型の産業に代わって梶軽薄短小外の経済が重要な地縫を

占めた。原材料やエネルギーを大量に満費し，大量紅生産する企業は急激なコストの上昇によって，

生産した商品緬絡へそのコストを転嫁できなければ，企業溺溝は深証されなかったからである。ま

た圧鍵釣虻多くの企業が設鰭投資を御爨し，荘雛を滅らしているとぎに，大量生産を続けているな

らば，簸買竃場を確保でぎなくなったからである。そこで療材料の溝費量を蔽らし，労鱗考数を趨

織し，§麟化をすすめた。設備投資も，観護拡大を目的としたものは姿を済し，奮遷化投資，妓籍

開発投資へと大きく転換した。設薦投資競争に獲存した装置璽素材産業に代わって，新たな企業の

登場が促進された。それは生産量の増大を騒ることによって駿大塔撫を獲得するのではなく，原誘

料や労鱗者数をよ辱少なく硬絹することによって，高機能，轟贔質の商贔を生産し，商品をよ辱高

く藪発し，薮入増撫を躍ろうとする動ぎであった。

　石麹危機後のわが国の企業の行動様式は次のように要約でぎる。①蕗晶の懸路競争のみならず，

非麺格競争（贔質，機能，デザイン，形，納獺，縫合せ，産地体麟，宣伝，イメージ等）が重要と

なったこと。薦贔それ趨体が過騨生産に直鬱したので，消費者閥，または消費巻と販売老との競争

にとって代って生産者間，売手闘グ）競争が激化し，懸格競争以磐のさまざ豪な取引構報，提案璽藤

贔グ）麟鐵，新技術の導入によるシステム建が一挙にすすんだ。原麺以外の新しい考え方，工夫が評

緬されるようになった。在庫をもたない企業経営が一般乾したので，納難，時間簸約がぎびしくなっ

た。遜速化が求められ，たとえば，宅配便という新しい運送形態が登場するに及んで，スピード・

アップが競争条件の率で重要な要素を占めるようになった。贔質験査は買手ではなく売手が舞うと

いう縷行が確立しつつある。②毒場から見た嚢贔醗発が急激にすすみ，多贔種少量生産，被会的

需要にあった嚢贔生産グ）みならず，一歩すすめて溝費需要を新たに麟幾するという“礎案璽商贔購

発”が一段とすすんだことである。新規需要の麟鐡が機敏体系を繙いて行われつつある。多品種少
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発”が一段とすすんだことである。新蔑驚要の麟趨が機械鉢系を覆いて行われつつある。多品種少

量生産を迅速に行う必要上から，コンピュータ…・システムが菰範翻紅普及した“市場の変化への

鰐癒及ぴ新規露場鍵鐵の灘醸から捜術や蕎品の罷発競争が激免した。薦費需要の減少にともなう過

霜生産によって，企業濁競争，産地問競争，地域閤競争が嚢贔離発を強饑したからである。急激な

毒場変化に鰐慰しなければ，独善的な暴大企業（舞えぱ，造懸，鉄鎚，葬鉄金属，炭嚢，化学，合

成繊維等〉といえども没落の運命にある。③残存の技術に代わって機能，品質，彩，デザイン嚢

ですぐれた披術の登場，疑存の索餅に代わって，いっそう硬騨な品質のよい素材の台頭，蔑喜の機

能や驚途よりすぐれた代替贔の鐙幾等，撲術，素材，講品の分野において，これ重で一般的なもグ）

が特殊的なものに変化し，健来次ぎな勢力をもっていたもの摂没落・衰退してぎたことは，雛の中

の常である摂，今欝縁どスピードとパワーをともなって，交替している時代はない。新素耕，デザ

イン瞬発，工作機械，システム工学等，生産されてくる商品の多くが，饒存の薦場の中で一定の勢

力をもっていた癒贔への代替贔として登場してぎたことは漉震すべぎであるGこれは丁度本線や竹

村に難してプラスチック，天然繊維に鰐する金蔵1繊維，道具類紅輯する機械類等の台頭の論建と講

じである。経済成長難と鐘鼓すれば，大きな趨違点は，生産性の増大を蟹的としたものから，会遷

化や新藪品・技衛弾発を霞的としたものにウエイトが移っていることである。④生産のみならず

流通，運輸，金離を盒めトータルコストの低下が要請され，コンピューター越蓬援徳が飛躍的に増

大したことである。企業集鑓ぐるみの競争，産地臨競争，地域聞競争とよばれているが，トウタル

のコストダウン，トウタルとしての技術力の両玄，生産・流通体麟の確立，総合的な技術麗発力，

全癒・豊転力が重要な意義をもつ。業種賜の規鰯，専門分野の独懲性が欝欝競争，広範霧に稽穏可

能なエレクトロニクス鞍術の発達，蟹際競争の展竸の中で緩隷されつつある。異業種交流の中紅新

しい披術や藤島の醗発と新縫需要を発見しようとする動ぎが活発化している。蟹内における生産，

取引，露場，溝費のシステム化と瞬時に雲際化へ展露するだけでなく，瞬際的な落動の中から露内

のシステム化が推進されている

　以上のような状溌の中で，新規産業が登場し，成長している。高純度シ婆コン，プ夢ソト基盤，

集積醗諮，ハイブ婆ッド至C，データ端末機器，電子計算機カウンター，半導体素子，コンピュー

タ翻贔，混絞集穫獲鶏，磁難テープ筈電気機織工業も多様乾しているα…毅機械についても，事務

罵機器，金型産業．レーザー籏工罵システム，工作機械，翼C旋盤，Pポット認贔，土木機械が大

きな箆重を占めているσ精密機械江ついても，従来の時計，カメラ藻晶の生産から光学灘定器，計

灘機器，セラミックス生産謬贔，磁気記憶装置，薮療機械，光学機器等へ移っている。窯業，土石

についても，内容としては，石英ガラス系フィラー，寿ラスα一ビング，ガラス繊羅，炭素系繊維，

ニューセラミックス等が急絞長しており，石灰石簾工やコソク夢一卜製品の製造のため4）投資とは

異なるび）である。このようなハイレベルの鼓衛縫発と設騰投資が欝83～5年にかけて集中的に鴛わ

れてぎたのである。

　自動車，カラーテレビ，ビデ津，通繕機器，事務罵機器等法範露にわたって大量の潴費需要6）発

込める音藝門きこおいて技術進歩が顕著であったことは溢三馨に1値する。それ吾ま書籍費需要の拡大という面

から各企業の競争がくりひろげられているからあるのだから，わが覆の技術家準が高いという6）は，

あらゆる分野においてそうであるというのではなく，生産される講品種類としては，大量潴費群に
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おけるミドル重たはむしろ賛一レベルの披講革新に議功したということである。航空機の生産技術，

字驚弾発，海洋開発等グ）醗究披講は決定的に立ち遅れていることが，こσ）ことを証隣している。い

わゆるミドルび）技繕水準が急成長したのは，麟内の旺盛な薦費需要，多贔種少量生産の必要及び省

資漂，智力俺披講」）広範麟の需要グ）集中によるものである。技術進歩は，したがって，単一的，専

門的なもグ）ではなく，購発された技徳を応期し，飽分野に渡及させていくというも0）が多い。捜術

麗発は聴講分野の多い遜鶴，電子，電気機械薬舗，椿密，鬱勃華工業，一駿機械，窯業（羨素系繊

維），電器計灘難，医薬品等の分野において顕著であった。

　わが毯グ）披講進歩，新商品雛発において重要な役割を果たしたのは，輸欝の増大であった。1§78

年夏｝月わが蟹」）円粍1場ξま，　iドル並i76霧であったが，　イラン政変，　イラン・イラク戦争による第

2次石漆危機の発生は全霧的な原麹輸入に依存している欝本経済の弱体化をさらけ鐵した。7§年連

月！ドル＝2i8円，露年懇丹には237弩となり，至年間に玉ドノレにつき6紹のドル高・円安となった。

その後アメ1ナカが高金稀政策に転じたため，長購資本のアメ1声カヘの集中紅よ静，82年には年平均

iドル置24§円となった。85年2月にはiドル盤259需きこなったが，82～85年9月まではiドル鑑露

§霧蔚後で推移した。為替耀場の変嚢はわが顕の輪鐵に有潤に作凝した。欝捻年欝欝には，iドル

ニ貿6円のぎびしい円蕎・ドル安の洗礼を受けたわが醗の輪鐡産業は，iドル盤2憩欝薪後の為替橿

場のもとで，着実に輸鐵を増擁させただけでなく，為替差益も簾わって轟い蒋潤を獲得したのであ

る。望98隻年上難における露内海産業（製造業〉4）売上1蕎経常廓1益率（平均〉はi．5％程獲：であるグ）

に鰐して，輪鐵型産業は5％を維持していたのである。79～84年の6年闘の平均においては，緩内

海産業のそれは2．5％であるに耕して輪鐵型のそれは峨、5驚であって約2焙近くの経常補益率をあげ

てぎたのである（纒3〉．つまり輪鐵型産業は，ドル高・円安を背景として鰐来翰絡によって巨額

の瀦潤をあげ，その鵜潤をもって，海外グ）実験ずみの援罐を購入し，蜜内で生産能力の塔大と技術

離発6）投資を行ってぎた。国内において安定した経営状溌にある大企業が技徽導入を率先してすす

めた。1タスクをともなう投資，軌道にのれば，商贔の懸格が急速に下落していく部門グ）投資を長難

にわたって大綬摸に行いうるのは，大企業であった。技術開発は一たび成功すれば，感絹範醗が広

く，…定難問再投資されることなく，企業には轟い利潤率が保証されたからである。

　わが蟹グ）輸鐡数量指数をとれば，ig8§年を韓Oとすれば，圭985年捻倉驚であるが，アメサカ懸け翰

墨は2鎗％とな蓄），5年間に数量で2焙を越えている（霞の。自動牽，電気機械，一般機械す構

密機械など技術絹発が集中的に行われた蕩門が輸鐵の坤び率が高く，輸鍛成長率が次ぎい部闘にお

いて集中的な妓講開発投資が行われ，その波及効果が大きかった。波及効果についていえば，たと

えば露勇車産業に．おける先端複合秘料を瞬いた軽量髭，軽量ステンレス事体，マイコン麟御エソジ

ノ，デジタル表示システム等があ参，電気，電子機器におけるレーザ，プ夢ソター，半導棒，発光

ダイオード，コソデノサー，太陽電池，バーコード読取装置等があり，それらが鉄鐵，金属に影響

し，表面地理鋼擾，アモルファス，半導体シ畔コソ，ガ婆ウム，インジウム，高緯度アルミニュウ

ム，超織綾子等が登場してくる0

　8§一84年の5年閥をとれば，翰墨額年平均紳び率と付簾緬値額年平均紳び率とは豫ほ毒関関係に

立っている。鉄鋼，非鉄金属，繊維，紙・パルプ，建学等の輸綴額グ）紳び率年平均5％以内の産業

部門は付簾癒題額の年平均堪大事も5％以内であった。逆に翰墨紳び率年間蔦％以上の通信機械，
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電子機械，電気機械は，餐擁緬魑の年平均の増大率2倉％麟後で推移したグ）である（霞5〉。

騒3　売上高経常瀦益率の推移

1％｝
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下平羅：現代の繕絹竜機とは簿か（二〉

　遜倭・電子工業，電気計灘器，繕密機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔5　産業購造と輸鐵の関係
械は欝75～蟄年度の欝年翼の年平均醗究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノびびヤ鰻発費の紳び率は薄霧に達し，鴎年度の　　　　　　《鱗　　　　　　　　　　　！ノ瀬離縁＼

醗究竸発費の輯売上高跳率は約5％に達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞
している．醗車産業は年平均紳び率is　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輩
鬼，売上蕩韓箆3％，電気機械雛真年平　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
海神び率欝驚，売上高財銑5％を占める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
輸鐵競争力の強い産業部門の醗魔竸発

披講竸発投資の増大率の大きさは建目す

べぎものがある。とくに第2次石独危機

後の齢～84年の欝究竸発投資額の紳び率

は顕著であった。馨究縫発の成案を縫方

醗発に内鍵，労1動生産性の海上を緩って

輸鐵拡大を推進し，輸鐵の増撫によって

えられた舞潤捻醗究雛発及び投資紅鶴け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶉

られた。わが蟹の鰐来翰鐵の増撫は，一

方では羅内における過麟生産に鵡を発し，　　（欝考）替撫懸纏額縁年慶ベースである

鮪ではイソフ瞬無鋳騒麹安　（難｝臓冨貿雛識躰籔薩要蝶雛分搬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗勝〉昭穂醗年騒騒落窪書麟g86年，2蝿ページ
定のための蕩金利政策に誘導されたドル

高・円安を条件として推進されたが，輸畿塔擁紅よってえられた蒋潤によって技術革新が顕著な躍

進をとげ，わが蟹の羅際競争力が強化されたQすなわち，わが羅の輸鐵の増大謹撰嚢祭競争力は，鷹

峯6）経済からみれば，ドル高・円安という為替調整盤外的条件・棒線の変化の申から誘導され，次

第に躍内」）繭品麗発，妓籍藁新がすすみ，生産能力増強の投資，労齢生産性陶土，技術，商品開発

6）投資蔀難道にのって一資本蓄積と妓籍革新の耀夏作羅の中で一形成されてぎたのである。こ

れに鰐に対してアメ瞬力経済の鰯灘からみれば，石濾危機後のインフレ…シ雪ンの長簸化の中でい

わゆるドル癒纏安定＝羅際通貨鱗獲0）維持という棒線の中で，蟹内δ）経済基盤が弱体化し，久しく

ゆるぎない地建を占めてきたア声タカ経済は綾務蟹へ急速なテンポで転落を闘嬉したのである。
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玉、
　鉄蟹　な、、　　　　o　、馬＿“ 　　／　5　　　　欝　　　　蔦　（　’”　　　　　　　　繊灘譲年率均搾び率（欝～鍵

　麟　スタグフレーシ璽ソと脂締鼓策

　ig7§年のアメ1タカの経済恐穫において人々の注羅を集めた6）は，スタグフレーションであった。

経済成長率はマイナス，失業率は6％台という不溌下で蟹際叡支マイナス98億ドル，さらに舞売物

緬及び港費音物癒も騰費する。こσ）ような背景下で翌年（弩年〉8月欝嚢ニクソン大統領グ）新経済

政策の発表が行われた。その後グ）第2次石演亀機は，この人々の涯馨を集めてぎたスタグフレーショ

ンという経済現象を顕著な姿でもって露呈させた。淺費蒸物簸は霞～継年の3年闘紅39．3駕（簸．2

％1，欝．5％1，欝．嘆鬼の上昇，局難闘にβ本は貨、4％〉ま二弄した、，又請難問紅卸売勃緬は4倉．i％（稔．

5タぎ，　翼．2％，　9．玉％1，　露本の場合には3年懸看こ28．2％〉　轟臆し，　ドノレ不安はかぎりなく深亥彗費二した

グ）である。アメ夢力の齢年〃）実質経済成長率はマイナス愈．3駕，民間設薦投資はマイナス2．嘆％，民
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闘盤宅投資はマイナス2倉．3驚となった。82年にはいちだんと深麹さをまし，成長率は対’鋳年鋤マイ

ナス2．i％，罷翼穀織投資はマイナス4．7驚，民間銭宅投資はマイナス蔦．愈驚となった。失業率は79

年に．は5．8％であったが，齢年7、玉％，82年9．5％に増撫し，83年においても9．5％というぎびしい状

溌ぶ続いた。アメ撃力の就業入興は1．2億人であるから，僕，i鱒万人の失業者が存在し，i人iメー

トルの間隔で翅1に董ぶと，i万i，韓O紘に達するという。

　第2次石瀬危機後のスタグフレーションは，捻簿年それとは姥鮫にはならない深灘なものであっ

て，アメ婆力の経済政策の転換を遺った。著しい物癒高騰と解決の糸賛のつかめない不溌という双

壁の中でアメ婆力の現実的な経済政策が摸索されたが，新たな道を発見することはでぎなかった。

景気薄策を重視すればイソフレーシ翼ソがすすむし，インフレーション鷲策を推進すれば，いちだ

んと不溌姦ま深亥彗｛ヒする。　通常の経済の環境か9）すれば，　好溌莫鐵こは物癒が1騰貴し，　反1業聾こ不溌・簿；

滞難紅は，それが下落するのに，石麹亀機後グ）アメ瞬力をおそった経済現象は，不溌下における物

纒■1昇，インフレ・一ショソの直後1こ不混があらわれうその現象が長難イヒの様穰を呈したことである。

そこでアメ酵力の採離した経済政策は，いわゆる国内均衡よりも霞諜均衡を優先させた。醗無通貨

としてのドルのr通貨纏魑」の安定策を重要課題とした。錘内の不溌の深亥彗化よりも羅際通貨とし

てのドルの減癒麟不鱈認を極度におそれたからである。ぎびしいマネーサプライ量の調整と高金瀦

政策が選択された。こうして経済活動の停滞下における高金鵜政策の裸馬と長難的な持続という特

異な政策が採驚された。特異なというのは経済の一般的な原運からすれば，停滞簸には貨轄資本の

霊要に鰻する供給解過選であるから，利子率は擾度に低くなければならないのに，高金羅政策が採

爾され，長難問継続されたからである。

　アメサカの公定歩合は77年6．魯む鬼であったが，79年末には稔驚，8G年i2月5雛こは鴛％，8i年5

月5勲こ纏．§倉％となった。フェデラル・ファンド・レートについても，78年6、58％であったが，i

2月には欝．25驚とな鯵，79年憩擁蔦．鍵％，8§年鴛鴦欝、83％，鍵年i月欝．総％に上昇した。財務

省証券（3ヵ月）入札レートも，78年厘月6．盤驚，79年欝欝稔、93％，雛年捻穣6．66驚，8i年5欝

欝、75驚であった。譲渡性預金レート（3ヵ月〉は78年圭贋6．77％，購年鴛月i琶96％，79年豊穣蕉

53％，齢年i瞬2§．58％であった。コマーシャル・ペーパも瞬じく78年望月6．68％，8倉鍛2月難74

％，長麟蟹綾利まわ弩についても，78年望月8、○春％，毅年9羅i5、49驚，プライムレートは78年i

層7、75％，齢年i2月盤．5驚，娃績1ムーディーA＆a格も78年i月8．29％，8i年9月i5．75驚紅土饗し

たの78年聖駕び）低会稽から齢年，綴年の高金蓄瞬こ大転換しただけでなく，長簸にわたって葛金趣致

策が持続された。

　経済活動が抵達している時難には，穂子率は全く低いはずであるのに，高金麟が持続されるなら

ば，そこきこは新しい経済現象があらわれてくる。

　（31高金科政策と覆際競争力の低下

鐙％をこえる高金羅政策（公定歩合についてみると，79年から82年8月，フェデラル・ファンド・

レートについては78年稔月から83年董月まで，コマーシャル・ペーパーについては78年鴛月から82

年欝月まで／が長難にわたって継続した結集，まずアメサカグ）蟹際競争力が低下した。初雛には長

難資末の流入に．よるドル高の定養により，蕎贔輸入が増撫したが，次第に設簿投資意欲グ）喪失，そ

一28一



下平尾：現代の欝罵危機とは簿か（二〉

れに溺達して披講進歩の立ち遅れが主な漂雛となった。アメ畦力経済の深灘な不溌下において，ド

ル轟を契機に外国輸鐵が蟹難とな鯵，国内斎場には躰羅蕎畠が流入してアメ瞬力の企業経営が悪化

しているとぎに，高金舞の欝入金に敏存して，設簿投資を続ける事業家は少ない。むしろ欝入金は

癒力返済され，各種積立金や引当金や準織金は設備投資にではなく，むしろ轟い金穂を獲得するた

めに，証券（綾券〉授資に賭けられた。齢～85年の高金科・ドル高基調は，為替翫及び披講藪の両

方からアメ弓力の貿易条件を悪化させたが，通貨調整による軟泥から生産購造をとらえたものへと

移ってきたのである。

　アメ琴力の醤本ヘグ）輪鐵は，灘年2解癒ドル（総輸雛の9、4％〉，85年226癒ドル（瞬鎗、7％〉で，

5年間にはほとんど増瀬はない。これに隣して，§本からの輸入は8食年3291意ドル（総輸入額のi2．

8％）から85年723臆ドル（購2碁．G％1へ2．2焙に増えている（麟6，7〉Gアメ婆力の輸鐵に誌い

ては，鉄鎚，一般機械，自動車の競争力が低下し，輸入においては，輸送罵機械（欝動車〉電気機

械が増擁している。82～毅年グ）2年闘にわが国の輯来翰鐵は2欝癒ドル増えているが，その串で電

気機械76癒ドル，輸送機械57癒ドル，一般機織46億ドル，精密機械8憶ドルが占め，嘆つの機織認

門で賂7億ドル（89、G％〉を占めているのである。こび）二とは鱈を意殊するか，わが震の機械工業

翻糊グ）輸鐵急増は，妓籍進歩によ鯵，製造

2ストが蟹下したグ）みならず，贔質，機能，

彫，デザイン，納鰯の面での競争力が強化

されたということである。アメ婆力はま982

年深亥彗な不ミ発を経験した。　実質経済成長率

マイナス2．i％，民間設欝投資マイナス4．7

驚，疑問住宅投資マイナス焉．○％，在雛投

資マイナスi．4％1，純輸鐙マイナスG．4％を

記録し歩ただ失業率のみが7．5駕か身）9、5驚

へ塔擁した082年の不溌はアメ畦力の妓籍

進歩の立ち遅れの中で決定的な意殊をもっ

た。技術進轡び）停滞は完成品グ）輸入のみな

らず，その後機械工業が）主要な部品輸入が

急増し，馨内企業6）籔諮の縮小，生産意欲

の淳滞，コスト趨（簸売数量の減少により〉

をもたらした。

　工業製贔を資本麩，ハイテク製品，自動

車，購関連部品，濤費財に，区分すれば，ア

メ蔭力の翰墨の中では，資本財，ハイテク

製贔が重要な地位を占めていたグ）であるが，

84年以降においては，資本財隷輪鐵よりも

輸入が増えており，とくに工作機械は主要

な翰墨贔から重要な輸入品に転換しているe

図6　嚢本，アメ撃力の輸鐵入数量蚤数

櫓　数
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（鐙藪〉　溝金建弘毬霧島・ドル安と経営叡支不均衡遜経

　　　済セミナー増講ζアメ縫力経済き善書欝本葬譲

　　　縫，i§87年5舞，47ページ
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鍵葬市場6）串でゆるぎない地位を

占めてぎたハイテク製贔について

も，コンピュータ，単導体を含む

部品生産や工作機械は披講進歩に

立ち遅れ，嚢本及び躰睡からの輸

入が急増している。全盤鼻にお捗

るハイテク製品の輸入のうちアメ

1タカは沿75年n．7驚を盗めていた

が，ig84年には20．（｝％1を占める軽

いたっている。瞬擬闘に全量雰へ

の輸鐵のうち嚢本の割合は欝．8％

から32．i驚へ上昇している。いい

かえると，全轡！罫のハイテク製品

の輸入の5分タ）iはアメ蓼力が占

め，輸鐵の3分のiは馨本が占め

る紅いたったのである⇔

　高金利政策によって，ig82～84

年における設薦投資の擁簿褻こよる

老蕎化（霞8〉，蟹内資本：財極格

藏　　学　　論　　集 纂58巻第正号

麟7　藤本，アメ撃力の輸鐡入の雛1雰・貿易に1占めるシェ

　　　アの推移

智
鴇
響
墓
雑
馨
鷺
蓼
6
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　アメ耀力輸入ノ全盤雰鍮天覧串ノ
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　　　　　　　　　ヂ

　　／　　㌦、＼、’ノ”　t　　＼、
し　　　　　　　ノ

㌔」帰 @　　　　　　　　　　　　　　露本輸入ノ全艦r饗輸入昆率

　穏7§　　　　　　　総捲　　　　　　　｛繋容

（資牽勤　　　亙M欝，　μ亙爽ter貸at量。縫a星野｝瞼3嚢c1a量St挺至s蓑cs

〔簿藪）　麟饗と講じ，戯ペ…ジ

給鶴8§

の高騰（輸入資本財は8§年～85年の悶簸絡は変化していないが，蟹内資本財は平均論％の上昇がみ

られた／，品質，機能面の立ち遅れ，露内需要が増擁している商品は輸入が増えるという現象をひ

きおこはたのである（鐵9，憩／。したがってア

メ夢力の内需鉱夫・好溌は，実はアメ蓉力で生産

された商品の毒場となるのではなく，輸入繭品薄

場グ）拡大に貢献しているのである。

　これに鰐して隣本においては，商贔・技術が）覇

発によって屡際競争力を強してぎたハイテク産業

蕊門は輸鐡によって莫大な稀灘を獲得し，それを

醗究雛発に投資し，新たな臨品雛発をすすめ，輪

慮の増糠を麟るという仕緩みがでぎあがったので

あるむ商品・技旛の麗発が羅擦競争力グ）原因であ

ると國鋳鷺，馨際競争力が強いということが灌贔・

援術擬発の投資を増藤させる条件となった。こう

して原羅が結果となり，結果が療霞となり，披講

進歩と猿際競争とが据互に作絹しあつてぎたσ）で

ある。

　インフレ鰐策としての高金稗捧系グ）長鱗にわた

　図8　舞米の資本設繕の老巧慶

　　　捲数の鑑移

（簿年瓢欝醗
絡暮

i艇

緯§

§6

§2

88

8暴

騰

輔へ
　、
　、

本
＼
9

　　　　　　　’
　　　　　　　ノ、　　　　　　　　’
　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　ノ

匁　　　　　　　　　　’
　、　　　　　　　　　　’

　ヤ　　　　　　　　ノ

　＼　　”＼
　　、　ノ　　アメ疹力
　　　￥ノ’

〔蟻考換．

（資料〉

（繊弱

　　　　　　　　異鶏糧資本ストプク

ことを示す。

　／S膿ey雌C蟹r艦8琶sl捻8ssj経済企嚢奪
　眠翼企業資竃ストック統誌，縷戦経済訴算」
茎鱈8年飯釜通藏密書壽至麟ページ

2．老拓慶掻敷絃小さいほど設癒が老繕免1、ている

79縫醗繊麗84総総（年〉

　　　　　過表3年翼の企業設講授資累暴額
　老舞農振数＝
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ぞ平羅二麗代の鶴橋竜機とは韓か（二〉

　緩9　アメ瞬力の資本財輸入勤霧

（総隼薫紛紛

　　　アメ！｝力磯蟹携資本辞儀繕　　，！ノ’

　　　　　　　　　＼／”

　　　　　　　　ア　
ノ

　　　　　　　　，ノ
　　　　　　，！　　駐本の資本購輸鎧緬権

　　　　　ゲ　　　1醜ベース》　（％〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
　　資本舞撚入に盗める霧本湾シェア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　｛右§叢｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2壽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2暮　　　　　資本財輸入額　　　　　　！

　　　　全美設霧投資蓼＿＿＿〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　〉レ！／資本財穣入額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　…＿’！　　　　　（左§麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　麟
　　　箆欝欝簿総懸麗838485琶§〔年1

（資料）　ヂ｝茎童奪墾薮奮｝麗so｛暮．S．至…lx欝or重a糞｛董

　　　　翻夢⑪錠Tra6e」，給urvεyひ｛C駐rre凱

　　　　8罎sl韮ess「

（鐵湧〉　褒8と綴じ

　玉総

　董2書

　i欝

　1書9

　臆
　総
　7§

総億ドル1　　　　　　絡馨盛〉ノ
　8書

　総
　紛
　2昏

　騒鐙　アメ夢力の醗蓉需要と輸入の耀関
　　　　翼係（齢年～経年〉

　搬　　　　　　　　　　　　コンピュータ
　　　　　　　　　　　　　　0　韓嬢
入

増
簾　3魯
串　　　　プラスティック越麟
　　　　　　o　。　　　遜慰電子機業奪
　　　　蝦の織轡転／平　2春

巻

　鞭妬砧　　灘欝醜盤　　　　　麗影ゴ紡ステ卿
　鯵　　　難鋏　　　／
　　　金瓢食麟品濃叢

鰍　　O　　　　　　エンジン曹　　　　　　タービン。

／§ 　　　5　　　鰹　　　蔦　　　2な　　　搬
その鰹穣送機織　　麟露盤要増撫率《年撃均》

　　　　　72年一76年簿年一総年セ総年一麟年

額藏鎧魏｛系数　　昏．253　　毎．72毒　　暮．§3§

（簿考〉業種分類隷簗3－2－3餐雛こ遜ご。
（資料、　アメ蓼力蓉奪務憲ru．S、Tr＆6e£｝践童a

　　　至972一茎985」

（鐙勢至987年飯騒商蕪書遜2鴛ページ

る纏持は，　「ドル癒鐙」の安定を§漂としたもσ）であるとはいえ，アメ1ナカヘの資本の流入による

ドル高基調を定着させ，輸入癌贔グ）塔簾と輸欝競争力の低下をひきおこしただけでなく，設購の老

朽箆，披講進歩グ）立ち遅れという産業構造の弱体化をもたらした。披講革新のはげしい資奉財，ハ

イテク産業において披講醗発投資が遅れをとった結果として，懸格競争のみならず非緬格競争（品

質，機饒，納難，形等〉に立ち遅れ，主要な灘贔を海外に依存するようになった。主要な薬品を馨

麟内において十分に供給できないということは，妓徳の蓄積，披講の農雛のみならず新鋭妓籍を菰

範翼紅悪罵した電気機械工業や欝動車産業，一般機械〃）発展にも影響を与えたのである。このよう

にしてインフレ態策としての轟金鵜政策が）長難にわたる強行は貿易薮支の毒手を拡大し，アメ13力

経済の老梅化を推進したのである。

　／灘　景気薄策として財政政策

　高金穂敬策によってアメ浮力経済グ）弱体化と不溌の深灘建．玉千万人を越える大量失業が発生し

た。失業暖簾と「強いアメ弓力」＝過去の栄光をもう一一度という心構を代弁して登場したのは，レー

ガン大統鎮であった。レーガンは，減税と歳鐵轟彗識による小さい致窮によって民間の活力をひき鐙

し，雇霧を拡大しナスタグフレ…ショソからアメ婆力経済を鋭去鐸させ声経済的暴こも軍事麟にも「強

いアメ1｝カ」をス霞一ガソにかかげて，簿総年H月大統領に選ばれた。毅年2舞の議会紅「経済再

生詩嚢A　Pro蓼聡搬毎r£co資。醸。段eco鴨響雌を発表し，歳星醗減を講提にした綴人と企業に薄

する大規模の藏税をもりこんだ「経済再建税法丁鼓e翫。登。組重。距covery　Tax　Act　on98難を

8月に成立させた。

　8董年鎗月5％の醗得減税にはじま鯵，翌年聾§欝％，83年7月鎗驚の三羅にわたって，当籾から
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懇　　学　　論　　集 第58巻第至暑

みて23．紡％の大規摸び）減税捲置が採絹された。そび）震摸は83年度7欝億ドル（iドルニ236雌臼と

して計算すれば，露．8兆円／名彙G霞P箆2．2驚にのぼったひまた法人撹の減税も嗣鋳に実施され，

83年度73憶ドル，84年馳蝿ドル，85年駆2鏡ドル，86年雛4臆ドルグ臓馳凝込まれた・この

減税欝置は一時的，臨蹴鰍もの痕焼く，長類的恒常鹸縄のとして，翌年度以膨臓羅二影響

を与えた。84年度i，853癒ドル，85年度2，稔3憶ドル，86年度2，2i2億ドル，87年度L504億ドルの減

殺となった2〉。

　19議年の連邦政撫の会計年度の財政赤字は78§億ドルであったが，鎗年度以降急増し87年まで

の6年闘に玉発墨，麟9癒ドルに達しておむ恕G醤P薄昆3％台の難致毒手が続いている。効率的な

歳鐡運営と燧人や企業の減税によって，蟹病竃要の劉鐵を麟激鶴として投資意欲をも鯵あ賦撰家

蝿簿1の緩穣や愚営認門の縮小に．よる民闘企業σ）活力の増臓が懇待された。ところが，レーガノミッ

クスは，当窃欝i持したように，減税による蓄積増簾とそれを基礎とする設簿投資の拡大，労騰生産

性グ）増大，轟い成長率と税叡6）増燦という一連の効果をうることはでぎなかった。まず勤率的な財

敷運営による歳鎧カットはできず，歳鐵と歳入のアソバラγスが拡大し，大規摸の難敵赤字が生じ

た。藏税によ弩難待されたような蓄積二・設輪投資の増大は晃られなかった。　ドノレ高に，よる錘1藝祭競争

力の低下と高金溺による意欲の藏退が設騰投資活嚢を鈍化させた。財政赤字に伴う一時的な錘内港

費需要の拡大グ）主要藻分は，馨本，ヨー環ゾパ，新興工業睡の商贔で占められ，貿易叡支藩建の漂

麗となった。欝87年度においては，アメ縫方の財政赤字は至，5縫億ドル（G翼P態比3護驚）に減少

したとはいえ，総連邦負｛嚢額尋ま2兆3，55綴意ドノレ（G翼P薄地53護％〉になり，ig82年（生光到470

｛意ドル〉から87年の5年間に2纏が）

負蟹額となった（表3）。6年闘に　　　褒3　米睡の難敵赤字の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（車載二億ドル，鬼〉
i兆窒，G磐億粒レの負縫額が増えた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘政毒手麗連都賃耳
ということは，もし撰縷舞子として

8驚支払われるとすれば，董．亜兆ド

ル紅鱒して88蟹意ドル（婚87年GN

P対“箆2．2％〉の利子が支払われね

韓fならないということである。

　国績というのは，すでに溝費され

てしまってもはやなくなってしまっ

ている資本の紙製援本，蟹家に耕す

る儀務の請求権，穰税の先取り請求

権にほかならない。財政赤字が馨覆

発行に依姦しなければならないとし

ても，現在のアメ婆力にあっては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荘／アメ効の会嚢年度斑瞬慮から9月3蝦まで
中央銀行引受によって撰績を発行す　　　　（趨漸〉境co糞。艶lcRe§Grt。｛Presl鷹鼓t・，董g88．

額
財薮亦子
@　　　lA）

総懸辮翼
ﾂ総額：麟

G饗P：（Cl
A／αBIC　　　　｝　　　　ヰ

ig”年 53ε 7，§蟹 鎗，33む 2．8 36．7

78 592 7，8縫 2圭，7i8
2．7　1　　　… 35．9

7§ 勢2 8，338 2壌，478 エ、6 3魂．i

8§ 738 §，至43 26，7春8 2．8　　　i 3魂．2

8茎 789 灘，039 29，86尋 2．6 33．6

82 茎，279 難，遵7む 3董，3鍵
魂．董　1　　　卜 29．i

83 2，倉78 i3，8ig 33，2董9 6．3 駐、6

8蓬 i，853 i5，767 36，876 5．§ 達2．8

85 2，i23 欝，272 3§，違3尋 5．畦 尋6、逢

86 2，2藁2 2i，3倉§ 4i，925 5．3 5主、2

87 圭，5縫 23，5s3 麟，倉87
　　　｝
R．尊 53、魂

齢醗穣59年駿濃淡錘書郵8ページ。

3〉騒済セミナー蟻趨溝88年冨アメ1ヌカ経済褻書薄舞本評論敏，32i～2ページ。
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下平尾：現代の儀屠竜機とは欝か（二〉

ることはでぎない。なぜか．紙製複本と引換えに通貨増発を行うことはイソフレーシ聾ソをもたら

すからである。そグ）大量に発行された霞綾は，市中銀行，証券会縫，生命保険会祇，懸人投資家及

び外顛グ）投資会縫等によって弓授けられることとなった。薄87年穫寒瑳荏におけるアメ寧力総連邦

負優は2翫553億ドル，そのうち民間繰存分は総，978癒ドル（舘．6％〉であって，全体の2§％（蓬，6§

§億ドル〉は主に海外投資家」）引受けである．年々G翼蒼｝対箆3％台の馨鑛が発行され，民間豪た

は海磐の投資家に引受けられるためには，轟金瀦政策グ）採驚と維持渉必要であった。躰醗資本の流

入は83年以鋒急増も，騒賃発行と善潟ま講じ程度（G翼P3驚台〉に達している。為替趨場の変動紅

よる差損を補緩しうるためには，高金羅政策の維持が不可避であった。アメ眺の麟外純資産は8i

年玉，蕨§億ドルから85年にはマイナスに転じ，86年にはマイナス2，636臆ドル（G翼P繋駕マイナス

6．2％〉に達し，87年経常叡支赤字董，総鋭意ドルになり（表蓬），87年末には護，208億ドルの韓外纏

負蟹を記録している。このように負績が増醸してくるならば，高金舞政策は騨子負握を大きくして

いるのであるが，羅綾を海磐投資家に引受けさせるには轟金科政策を維持しないわけにはいかない。

　ア声フカの羅際競争力の低下，貿易叡支の赤字は税叡の減少をもたらし，財政赤字の原霞である

競高金牽緻策を蝶介とし燥撤赤字嘉紛の海外資本の流入（長窮資本叡支黒字〉はア刈力の羅

鰹競争力の弱体化，貿易薮支の赤字の漂霞となっている。年々累積する貿易叡支の赤字（鰐外纏難

儀の増撫〉及び財政赤字はアメ1フカ経済にとってぎわめて深亥紘事態であるにもかかわらず，講者

が穣互に補完しあい，橿互紅作癒しあって，深灘さが表面化することを嫁げているのである。

　　　　　　菱縫　アメリカの経常叡支の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単鐘：憶ドル、鬼〉

項麟経常収支
年 貿易収支 輪

i

鑛
　
醜
年
髭
　
｝ 輪 入 薄葬箆

圭984　i△茎，総珪　　　　…

△i，i25 2」鱒 P9桝 3，324、
@　　∫

23．6

麗訓餐1墓1会ill雰

　　　　1
圭987　　　　△i，6奪2　　△i，712

1淵

2　
P

2・5劉

△lil

慧．i　l

3，3881

濃
隻．9

9．§

M．8

（荘）　季簸講整済，露舞叡支ベース

（鐵飛〉　ゼ通商自書遜より作成

　麟　双子の赤字グ）穰夏作罵

　強い経済人羅をめざしたはずのレーガンの経済政策は，実はアメ婆力の羅際競争力の低下と籏務

の蓄覆を増麹させる絃果となった。課税辮得の坤び率の鈍化紅よって歳入が不達し，財政毒手が生

じると，高金鵜により国鑛科子の支払増となり，難敵がさらに毒手となった。巨額の財政毒手を海

夕椴資家による墨衝醜に依存しなければなら旗・ということは，アメ1肋の鑛燦競争力の低下の

結果であるばかりでなく，二重の意腺でその原鰹でもある。iつは国内の設鶴投資，叢術革新が蔑

金利政策の持続によって立ち遅れたからであり，もうiつはドル高基講〃）定着によって輸入塔燦，

輸鐵競争力の藪下がもたらされたからである。

　高金舞敬策が長簸にわたって遜続された結果，長簸的な観点に立った真に有稽な設欝投資，妓籍

華新が擁鰯された。追撫投資ないし豊新投資にまわすよりも貨幣資本を貸付けて瀦子を得る縁うが
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有穂であるならば，不確定な要霞をもつ最新鋭の披講をもった生産設鶴〃）建設投資に資本を請けな

いで，より有利な証券や｛責券にそれを設下することになる。高金瀦の貨鶴資本を倦入れて，長鰯の

建設難問と投資された機械，建物，設鶴の癒魑移転に長い時懸を必要とする事業家活動を営む資本

家は少ない。醗究開発に鰐する投資についても，近い将来に成果の類待でぎるものにかぎられるの

であって，懐娃難闘が長く，瞬スクをともなうもσ）は極力御講された。さらに生産性の低い部門か

ら資本を引ぎあげ，資瀬，駆材料を撫正し，よ絵高い瀦潤をあげうる藷粥への資本の移動は金融に

よって蝶介されうるのであるが，蕩金利によって資本の移麟が妨げられ，産業購造の転換が立ち遅

れたのである。エネルギーの高騰によって大型，中型から小型の生産，省資灘や省エネルギーの技

術翻発が要請され，贔質，機籠の向上の必要のために簾工妓籍，縷会せ，新素材の翻発，納簸の改

善が追られ，そのような投資が重要となっているとぎに，また「ハイテク藻緯蓬拡充への投資が鰹

簸悶に行われねばならないときに，適切な資本移動が紡げられたグ）は，高金舞政策の結集生じたも

のである。減税毒こ．よる鑓内需要の重讐1癩分力§，簑藝まアメ夢力の企業のマ蓉場拡大よりもむしろ，外蟹企

業の薦場拡大に食われてしまったのも，また，欝85年秋以降急激なドル安へ転じても，アメ婆力の

輸鵠が振わず，赤字が巨額となったのも，実は設欝の老紡化，披講開発の立ち遅れ，成長謬門への

円滑な資本移動の蟹難によるものであった。

　アメ勝方の経常駿丈長ぴ財政と瓢・う双子の赤字（87年それぞれi，6暮春癒ドノレ，　i，5奪倉億ドノレ〉薄藍と

てつもない巨額となって，

負績額が累積しているが掌

熱雷資本の流入によって，

事態の深灘さが隠蔽されて

いるのである（緩簸〉。そ

の根本的な原鍍は産業基盤

の弱体化に，あ鯵，その弱体

イとは停滞鱗以降の高金濡政

策の採罵にあり，高金稽政

策の採粥は馨際通貨として

のドルの「通貨懸魑」の安

定にあった。いずれドルの

急激な減懸によって，露際

的な不均衡，羅内経済の仮

空的な膨張，累積籏務の異

様な膨張は，暴力的な激変

によって均衡的な承準に復

帰するであろう。

屡璽ii　アメ彗力の嚢重政赤字と外嚢馨資本流』入
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